
第 20回アジア競技大会（2026/愛知・名古屋） 

水泳（競泳/飛込）会場（仮決定）の変更について 

１ 競泳/飛込会場に係る主な調整状況 

2016.4/8 ○国際的スポーツ大会開催可能性検討調査【県→県内競技団体】 

2016.9/20 〇アジア競技大会 開催構想の策定・公表 

（水泳会場：レインボープール） 

2019.8/30 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○競技会場 仮決定案の承諾 

仮決定案 承諾書（抜粋） 2019 年 8 月 30日付 日本水泳連盟 

2026 年開催の第20回アジア競技大会において、仮決定案につい

て承諾し、競技実施に向け、調整を進めることを承諾します。 

実施競技･種別 競技会場 備考 

水泳(競泳/飛込) 名古屋市総合体育館 

（レインボープール） 

懸案事項は別紙 

特記事項に記載 

別紙特記事項 

（１）競泳プールについて 

 ①メインプールは国際水泳連盟（FINA）の規定する 10 レーン

対応が可能であること。 

 ②サブプールはメインプールと同条件で練習ができること。

水温・室温をメインプールと同条件に設定できること。 

  スタートのできる水深を確保し、メインプールと同型のス

タート台を設置できること。 

 ③施設全体の配置は競技時の入退場後の動線が自然であること。  

（２）飛込プールについて 

 ①FINA の規定するドライランド※が設置されていること。 

 ②FINA の規定する最新の施設規則に適合していること。 

  ※ドライランド：陸上で飛込の練習ができる施設 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜参考：承諾書で指摘された懸案事項への対応（主な内容）＞ 

 ・可能な範囲で施設の改修や仮設整備を行う方向で調整。 

競 泳：メインプール 

・名古屋市が実施する施設改修工事の中で対応 

レインボープールの老朽化等への対応 

 ・プールの公認規則の基準適合のための改修 

 ・天井落下対策や照明設備の改修 

 ・各種電気設備等の更新（大型映像装置等） 他 

【整備費(全体)：約３４億円】※契約額ベース（現時点） 

   

競 泳：サブプール 

・仮設プールの設置 【約２４億円】 

飛 込：ドライランド等 

 ・仮設ドライランドの設置 【約８千万円 ※屋内設置の場合】 

 ・名古屋市が実施する施設改修工事の中で対応（規則への適合） 

   

2019.10/18 〇組織委員会理事会でレインボープールを競泳/飛込の会場とする仮

決定案を決議 

2022.5/30 

～31 

 

○アジア水泳連盟（AASF）技術役員の視察 

視察報告書（2022.7/13 受領）の主な内容 

・サブプールの水深が 1.2ｍ※しかなく、スタート台を使った練

習に使用するには浅すぎる。安全上重要な問題である。 

  ※FINA 規則では最低 1.35ｍの水深が必要 

・飛込プールの両側に、審判席を設置するための十分なスペー

スがない。 

・レインボープールは、競泳と飛込の国際大会を開催するため

の部屋が足りない。 

   

2023 年６月５日(月) 

愛知県スポーツ局アジア・アジアパラ競技大会推進課 

計画推進グループ 

担当 斎藤、髙橋 

内線 2274、2854 

ﾀﾞｲﾔﾙｲﾝ 052-954-7403 
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2022.10/21 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ＯＣＡ及びアジア水泳連盟による視察 

視察時の主な指摘 

・メインプール、飛込プールともに、プールサイドの幅が狭す

ぎて国際大会を実施できるスペースがなく、建物の壁を下げて

拡張しなければ競技ができない。 

・ウォームアッププール（仮設で設置予定）の設置場所は、メ

インプールからの移動距離（約 150ｍ）が長すぎる。 

・飛込プールの両側に審判席を設置するための十分なスペース

がない。 

視察報告書（2022.11/8 受領）の内容（主な内容） 

・レインボープールは、競泳/飛込の競技会場として適切でない。 

・レインボープールで水球・アーティスティックスイミングを

開催する場合は、一定の条件を考慮した上で開催可能性を検

討することを推奨する。 

   

2022.12 月 

～2023.5 月 

〇ＯＣＡとの協議（2022.12/15、2023.2/22、3/18、5/25） 

 ・レインボープールでの競技実施に向けてＯＣＡとの協議を継続 

2023.5/25 の協議におけるＯＣＡの発言 

・ 改修を行っても競泳/飛込のプールの周囲に十分なスペース

を確保できないことなどから、レインボープールは水準を満

たしていない。アジア競技大会の会場として適さない。 

  

2023.5/27 〇ＯＣＡからの文書受領 

愛知・名古屋大会の競泳/飛込の会場について（主な内容） 

・2022 年 10 月にＯＣＡとアジア水泳連盟が共同でレインボ

ープールを視察した際、レインボープールは、愛知・名古

屋大会の競泳/飛込会場として適さないと明言した。 

・ＯＣＡとしては、愛知・名古屋アジア競技大会の競泳/飛込

会場は、オリンピックもしくは世界大会のレベルに見合う

施設で開催されることを強調して要請する。 

 
 

 

２ ＯＣＡ等の指摘を踏まえた仮設整備費の試算 

・競泳/飛込のメインプールを仮設で整備するための整備費 

 ➢既存のメインプールはウォームアッププールとして使用 

メインプールの仮設整備費（上屋を含む）：約１７４億円（概算額） 

   うち建築工事（プール設備含む）     : 約１２４億円 

     設備工事（その他）         :   約４５億円 

     観客席（5,000 席）        ：     約５億円 

  ※このほか、諸室や通路等の仮設整備費も必要となる。 

 

３ 水泳競技の会場変更案 

 【競泳/飛込】 

・変更前：名古屋市総合体育館（レインボープール） 

・変更後：東京アクアティクスセンター（東京都江東区） 

  【水球】 

・変更前：春日井市温水プール 

・変更後：名古屋市総合体育館（レインボープール） 

 

４ 問合せ先 

公益財団法人愛知・名古屋アジア・アジアパラ競技大会組織委員会 

競技会場第二課 競技第四グループ（水泳会場に関すること） 

 担当 磯野、安藤 

 電話 052-746-9609（ダイヤルイン） 

  ※この発表に関して、ＯＣＡやアジア水泳連盟へのお問合せは御遠慮くだ

さい。 
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